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は じ め に   
本格的な人口減少社会を迎え、生産年齢人口の減少や雇用環境の変化、そして新型コロ

ナウイルス感染症の世界的な流行など、社会情勢は大きく変化しています。そのような中

でも、豊かで活力ある社会を維持していくためには、男性も女性もすべての個人が互いに

人権を尊重しつつ責任も分かち合い、その個性や能力を十分に発揮できる男女共同参画社

会を実現することが重要です。 
本県においては「石川県男女共同参画推進条例」（平成１３年１０月制定）及び「いし

かわ男女共同参画プラン２０１１」（平成２３年３月策定、平成２８年３月改定）に基づ

き、男女共同参画推進の基盤強化を図るとともに、各種施策の取組を進めているところで

す。 
本年度は、「いしかわ男女共同参画プラン２０１１」の計画期間が終了することから、

この間の社会情勢の変化等を踏まえ、新たに「いしかわ男女共同参画プラン２０２１」を

策定することとしております。 
本調査は、男女共同参画に関する県民意識の現状を把握し、今回の同プランの策定に反

映させるとともに、今後の男女共同参画施策推進の基礎資料とするために実施したもので

す。 
本調査結果が、今後の男女共同参画施策の推進の一助として、県民の皆様をはじめ、各

方面に幅広くご活用いただければ幸いです。 
おわりに、本調査を実施するにあたり、ご協力いただきました皆様に厚くお礼申し上げ

ます。   
令和２年１１月   

石川県県民文化スポーツ部長 清水 克弥 
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